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   三次市公共事業の再評価に関する意見について（答申） 

 

 平成１７年１０月２７日開催の本委員会において「特定環境保全公共下水道（吉

舎処理区）」及び「公共下水道（三良坂処理区）」について審議した結果，事業を

継続することを適当と認めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



再評価の対応方針 

 

１ 対応方針 

⑴ 事業採択後１０年を経過した時点で継続中の事業に関する再評価について 

 ① 特定環境保全公共下水道 吉舎処理区 

   下水道事業における費用効果分析マニュアルに基づき評価する。 

 

⑵ 費用効果分析結果について 

 ① 特定環境保全公共下水道 吉舎処理区【現在価値比較法】 

   分析による費用便益比（Ｂ／Ｃ）は１．２６２であり，事業目的を達成するた

めに継続事業とする。 

 

 

２ 対応方針の理由 

 ⑴ 特定環境保全公共下水道 吉舎処理区を継続する理由について 

   平成１４年４月に処理場の１／２系列を稼働させ下水道の供用を開始した。 

   平成１６年度末で，全体計画１３５haのうち１００ha（７４％）の整備を行って

おり，事業完了に向けて事業を進めることにより，当該事業の目的を達成すること

ができる。 

 

⑵ 現在の必要性について 

   環境基本法による「公共用水域が該当する水質汚濁に係る環境基準の水域類型の

指定」は，江の川全域が該当類型：Ａ，達成期間：イとされ，指定された類型は水

素イオン濃度，生物化学的酸素要求量，浮遊物質量，溶存酸素量及び大腸菌郡数の

基準値（日間平均値）が示されおり，この基準値を達成しなくてはならない。 
また，広島県の「水質汚濁防止法第３条第３項の規定に基づく排水基準を定める

条例」により，当処理区内を流れる馬洗川は，第１種水域として指定され，生物化

学的酸素要求量，浮遊物質量及びノルマルヘキサン抽出物質含有量の許容限度（日

間平均値）として上乗せの排水基準が適用されることになっている。 
広島県環境白書（平成１６年度版）によると，県内で排出されるＣＯＤ汚濁負荷

量（平成１３年度末現在）は，瀬戸内海を除く「その他（江の川）」産業排水２ｔ／

日，生活排水３ｔ／日，その他３ｔ／日であり，生活排水の適正処理が河川の水質

汚濁防止，水環境の保全を図る上で重要である。 

また，当処理区内を流れる馬洗川は江の川の支流であり，水道水源の河川となっ



ており，水質の保全が重要である。 
このようなことから，今後とも事業の拡張を進めることは河川の水質汚濁防止や

生活環境の保全を図る上で重要なであり，事業の進捗を確実に行うことにより水洗

化人口の増加を見込まれることから適当な事業であり，継続事業とする。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



再評価の対応方針 

 

１ 対応方針 

⑴ 事業採択後１０年を経過した時点で継続中の事業に関する再評価について 

 ① 公共下水道 三良坂処理区 

   下水道事業における費用効果分析マニュアルに基づき評価する。 

 

⑵ 費用効果分析結果について 

 ① 公共下水道 三良坂処理区【現在価値比較法】 

   分析による費用便益比（Ｂ／Ｃ）は１．３４０であり，事業目的を達成するた

め継続事業とする。 

  (注) Ｂ／Ｃは,公共下水道＋特定環境保全公共下水道である。 

 

 

２ 対応方針の理由 

 ⑴ 公共下水道 三良坂処理区を継続する理由について 

   平成１４年１０月に処理場の１／２系列を稼働させ下水道の供用を開始した。 

   平成１６年度末で，全体計画１３２．５haのうち８８．７ha（６７％）の整備を

行っており，事業完了に向けて事業を進めることにより，当該事業の目的を達成す

ることができる。 

 

⑵ 現在の必要性について 

   環境基本法による「公共用水域が該当する水質汚濁に係る環境基準の水域類型の

指定」は，江の川全域が該当類型：Ａ，達成期間：イとされ，指定された類型は水

素イオン濃度，生物化学的酸素要求量，浮遊物質量，溶存酸素量及び大腸菌郡数の

基準値（日間平均値）が示されおり，この基準値を達成しなくてはならない。 
また，広島県の「水質汚濁防止法第３条第３項の規定に基づく排水基準を定める

条例」により，当処理区内を流れる馬洗川は，第２種水域として指定され，浮遊物

質量及びノルマルヘキサン抽出物質含有量の許容限度（日間平均値）が上乗せの排

水基準として適用されることになっている。 

広島県環境白書（平成１６年度版）によると，県内で排出されるＣＯＤ汚濁負荷

量（平成１３年度末現在）は，瀬戸内海を除く「その他（江の川）」産業排水２ｔ／

日，生活排水３ｔ／日，その他３ｔ／日であり，生活排水の適正処理が河川の水質

汚濁防止，水環境の保全を図る上で重要である。 



また，当処理区内を流れる馬洗川は江の川の支流であり，水道水源の河川となっ

ており，水質の保全が重要である。 
このようなことから，今後とも事業の拡張を進めることは河川の水質汚濁防止や

生活環境の保全を図る上で重要なであり，事業の進捗を確実に行うことにより水洗

化人口の増加を見込まれることから適当な事業であり，継続事業とする。 

 
 

 

 

 




